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話　題

高病原性鳥インフルエンザに
ついて～動向と対策～

国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構
　動物衛生研究部門人獣共通感染症研究領域　新興ウイルスグループ長　内田　裕子

鳥インフルエンザ（AI）は、自然宿主である

野生の水鳥類の間でそれらウイルスが症状を示

すことなく感染を繰り返すことで保持されてい

る。AIウイルスがアヒル、鶏、ウズラなどの家

きんに感染し、それらの間で感染を繰り返し、

鶏に対して高い病原性を示すようになったウイ

ルスが高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）で

ある。HPAIに感染した鶏の病態は急性で死亡

し、また沈うつ、肉
にくかん

冠・肉
にくすい

垂のチアノーゼ、浮

腫などが伴う場合もある。AIは、ウイルスの表

面にある赤血球凝集素タンパク（HA）16種類

とノイラミニダーゼ（NA）９種類の組み合わ

せにより亜型が分類され、H5N1亜型、H5N8

亜型のように記される。日本で2023/2024年

シーズン（2023年の秋から2024年春を指す。

以下「23/24シーズン」という）に確認され

たH5亜型HPAIは、1996年に中国の広
かんとん

東省の

ガチョウから検出されたウイルスを起源とし、

20年以上経った今もなおオセアニアを除く全

世界で同起源のウイルスの感染が確認されてい

る１）。このH5亜型HPAIは、当初アジア地域の

家きんで見られる疾病であったが、2005年以

降渡り鳥への感染に伴ってヨーロッパやアフリ

カ大陸、14年以降北米大陸、22年11月まで報

告がなかった南米大陸にもHPAIが感染拡大し、

日本国内消費の３～４割を占める鶏肉輸入国の

ブラジルでも発生が報告され、世界での食料供

給にも影響をもたらした。20年以降、環境中

のウイルス濃度が高くなり野生鳥類や哺乳類な

どへの感染拡大も見られている。また、24年

３月にはこれまで自然感染が認められていな

かった牛へのHPAI感染が米国で報告され、感

染牛の移動や搾乳機器を介する機械的な伝
でんぱ

播に

より米国15州の牛に感染が広がっている（11

月15日時点）。また、牛から人への感染、牛の

感染によるウイルス環境濃度の高まりにより、

家きん農場へのウイルス伝播も起きている。な

お、内閣府食品安全委員会によると、AIが熱や

酸に弱いこと、鳥由来ウイルスは人の細胞に結

合しにくいことから、家きんの肉や卵を食べる

ことにより、人がAIウイルスに感染する可能性

はないと考えられている２）。

日本で初めてこのH5亜型HPAIウイルスに

よる発生が確認されたのは2004年で、それ以

降も数年に一度の頻度で農場での発生が確認さ

れていたが、2020/2021年シーズン（2020

年秋から2021年春を指す。以下「20/21シー

ズン」という）以降、それらの発生が４年連続

して起きている。そのような事象は世界中での

環境中のウイルス濃度が高くなっていることに

起因すると考えられる。HPAIは鶏には高病原

性であるが、野鳥の中には感染しても死亡する

１　高病原性鳥インフルエンザ
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ことなくウイルスを排せつする種類もおり３），４）、

そのような野鳥が渡り鳥として大陸間を移動す

ることで、世界中でHPAIの感染を拡大させて

いると考えられている（図１）。これらの渡り

鳥は、冬季には越冬のために南下して世界各地

に飛び、夏季の繁殖期には各地の越冬先から

シベリアやアラスカなどに集合する飛行経路を

たどる５）。日本へはシベリアから越冬のための

渡り鳥の南下、春先のシベリアへの北帰行に

伴ってウイルスも移動すると考えられており、

家きん飼養施設におけるHPAIの発生は渡り鳥

が日本に渡る秋から帰路につく春までの期間と

一致している。

20/21シーズンの家きん飼養施設での発生

は2020年11月５日から21年３月13日まで、

H5N8亜型HPAIウイルスによる発生が18県

52事例確認され、同シーズンの野鳥からの同

亜型HPAIウイルスの検出は18道県58事例報

告された６）。同シーズンの特徴は、家きん飼養

施設での発生において、それ以前には見られな

かった事例数の多さ、最速の発生確認時期、そ

して同県内での続発事例が複数件認められたこ

とであった。家きん由来HPAIウイルスの遺伝

子解析を行うと、HA遺伝子については前年の

シーズンおよび同年シーズン内に欧州で報告さ

れたウイルスグループであるG1グループ、G2

グループと近縁であることから、渡り鳥による

移動に伴いウイルスが日本国内に侵入したこと

が推察された。Ａ型インフルエンザに含まれる

８本の遺伝子分節の組み合わせにより遺伝子型

を決定しているが（図２）、G1グループで４種

類、G2グループで１種類（G2a－１）に分類

された（図３）７）。

翌2021/2022年シーズン（2021年秋から

2022年春を指す。）の家きん飼養施設での発

生は21年11月10日から22年５月14日まで、

12道県25事例が確認され、その事例数は前

シーズンの半数程度である一方で、野鳥からの

検出は８道府県で107事例が報告された。同

シーズンの特徴は、（１）11月初めから翌５月中

旬までと期間が長かったこと（２）H5N1亜型

およびH5N8亜型HPAIという複数亜型のウイ

ルスによる発生が初めて同シーズンで確認され

たこと（３）東北、北海道地域でのカラス類の

感染事例が多発したこと―である。本シーズン

２　�2020年以降の日本国内でのHPAI
発生状況と防疫対策について

東⼤⻄洋経路

⿊海-地中海
経路

東⼤⻄洋経路

中央アジア
経路

東アジア
オーストラリア
経路

東アフリカ
⻄アジア
経路

太平洋
アメリカ⼤陸
経路

⼤⻄洋
アメリカ⼤陸
経路

中央
アメリカ⼤陸
経路

ミシシッピ
アメリカ⼤陸
経路

夏季
渡り⿃繁殖地

資料：筆者作成

図１　世界的な渡り鳥の飛行経路
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の家きん由来ウイルスは、前シーズンにも見つ

かった遺伝子型G2a－１（H5N8亜型）に加え、

新たな遺伝子型としてH5N1亜型である

G2b －１、G2b －２およびG2d －０の計４

種類の遺伝子型が検出された。

また、2022/2023年シーズン（2022年の

秋から2023年春を指す。以下「22/23シーズ

ン」という）は、家きん飼養施設では22年10

月28日から23年４月７日まで26道県84事例、

野鳥では22年９月25日から23年４月20日ま

で28道県242事例と過去最多の発生事例数を

記録した。家きん飼養施設での発生は過去最速

で、また過去最大の発生数により、約1771万

羽が殺処分の対象となった。そのうち対象と

なった採卵鶏の数は、全国で飼育される数の１

割を超えたことから、卵の価格高騰にもつなが

り、多大なる経済的な被害をもたらした。野鳥

でも22年９月25日という最も早い時期に、捕

食者であるハヤブサでの感染事例が見られ、感

染した動物の捕食による伝播と推測され、その

時期にすでに感染した動物の存在が示唆され

た。野鳥の感染事例では、前シーズンと同様に

東北、北海道地域のカラス類、九州地域のツル

類の大量死が特徴的であった。22/23シーズ

ンの家きん飼養施設での発生要因ウイルスの亜

型はH5N1亜型およびH5N2亜型の２種類が確

認された。ウイルスの遺伝子型は17種類と最

多数を記録し、特に初めて日本に入ってきた

G2cグループのウイルスで遺伝子型の多様性

が認められた。

23/24シーズンは、野鳥では28都道府県

156事例と20年以降２番目に多かった一方で、

家きん飼養施設では23年11月23日から24年

４月29日まで発生が認められ、10県11事例と

その数は20年以降最も少なかった。野鳥での

感染は比較的早期に検出された一方で、家きん

飼養施設での発生は１カ月半以上も間隔が空い

た。家きんの発生で検出されたウイルスの亜型

はH5N1亜型とH5N6亜型であったが、野鳥で

はその２種類に加え、H5N5亜型のウイルスも

検出された。ウイルスの遺伝子型は、家きん由

来ウイルスで２種類、野鳥由来ウイルスでは、

その他に２種類に分類され、全部で４種類の遺

伝子型のウイルスが23/24シーズンに日本に

入っていたことが明らかになった。

このような毎年の連続した発生、発生数の増

加傾向および検出されるウイルスの多様性が見

られている要因は、（１）近年、世界中で野鳥

への多様なウイルス感染が増加したこと（２）

多様なウイルスが野鳥に複数感染することで新

たなウイルスが誕生していること（３）さらに

ウイルスを伴った状態で渡り鳥が繁殖地と越冬

地の南北の移動を繰り返すこと―によるものと

考えられる。昨今の状況からHPAIウイルスは

今後も渡り鳥によって日本国内に運ばれてくる

可能性がかなり高く、環境中からウイルスが家

きん飼養施設などに侵入するリスクは依然とし

て高い状態にある。家きん飼養施設にウイルス

が侵入する要因としては、渡り鳥との生活域を

共有する野生哺乳動物、カラスやスズメなどの

季節ごとに移動しない留鳥および靴底、車両な

どについた環境中のウイルスが施設内に持ち込

まれることが挙げられる。これらの対策として、

飼養衛生管理基準に基づき適切な衛生管理区域

の設定、ウイルスを施設内に持ち込まない動線

管理および消毒薬などの適切な使用、着衣・長

靴などの適切な場所での更衣およびその管理、

野外の動物を家きん飼養舎内に侵入させないよ

うに防鳥ネットの設置など物理的な隙間を作ら

ないことが重要である。家きん飼養施設では、

渡り鳥飛来と共に常に環境中にウイルスがいる

ことを念頭に置き、防疫対策をする必要がある。
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HPAIウイルスから農場を守るため、われわ

れは疾病の発生で得られたウイルスの特徴を明

らかにしている。ウイルスの全ゲノム解析を行

うことで、（１）いつどのような経路で国外か

らウイルスが運ばれてきたのかの推定（２）人

を含む哺乳動物への感染の可能性や薬剤耐性の

検討（３）鶏やカモ類に感染した際の病原性や

それら宿主でのウイルス感染動態の解析による

その後のHPAI防疫対策に役立つ情報の提供８）―

を行っている。また、国内での発生は、国外の

ウイルスとの関連性が高いことから、各国との

共同研究によりウイルスやその情報の交換も

行っている。家きん飼養施設での発生に備えて、

感染拡大を防ぐための早期発見が可能な診断系

の開発や国外からのウイルスを用いた既存診断

系の有用性の検討も行っている９）。現在国内では

AIに対するワクチンは原則として行っておらず、

緊急時に使用するワクチンを備蓄している状況

である。現状の備蓄ワクチンは各個体に注射す

る方法であることから、より効率的に投与でき

る方法の開発や、その投与法に則した新たなワ

クチンの開発も行っている。また、ウイルスの

３　�インフルエンザウイルスの研究と
今後の展望
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資料：筆者作成

図２　Ａ型インフルエンザウイルスの遺伝子分節構成
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図３　20/21 シーズンから 23/24 シーズンまでに国内で検出されたウイルスの遺伝子型の推移
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変異に伴うワクチン効果の低減は、新たなウイ

ルスを用いた効果の高いワクチンの再度の作製

を余儀なくされ、さらにその新たに作製したワ

クチンを投与し直す必要も生じることから、更

新の必要性が低く効果の高いワクチンの開発を

行うため、病原性ウイルスのゲノム情報などか

らサイバー空間上でワクチンを設計・シミュレー

ションする次世代技術の開発も進めている。

世界でのHPAIウイルスのまん延やこれまで

なかった牛などの哺乳動物への多数の感染事例

が報告されるなど、20年前とはHPAIウイルス

の感染状況やウイルスの性質が異なってきてい

る。今後もウイルスの性状が変わり、それによっ

て感染状況が変化する可能性もあることから、

HPAIウイルスに関する国外からの情報収集を

引き続き行い、防疫に資する研究成果が実証で

きるようにする必要がある。家きん飼養施設へ

のウイルスの侵入を防ぐ方法は、自律的に行う

ことが出来る部分であることから、引き続き飼

養衛生管理を徹底することも重要である。
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 （研究成果）　誤操作リスクを減らし、迅速に高病原性鳥インフルエンザを判定する遺伝子検査法の開発－検査の省力化と迅速

な防疫措置に期待－，2024年10月４日
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